
開催日時：

開催場所： ソニックシティ　国際会議室

講   演1: 「服薬アドヒアランスを考慮した製剤設計」

講   演2: 「気道粘液過分泌の病態とその制御について」

総合評点
3.3

(4件尺度)

アンケー
ト意見あ
り（枚）

大宮 4
川越 2
獨協 7
国際 4
栗橋 3
合計 20

評価記入---4.とても適切　3.適切　　2.やや不適切　1.全く不適切

1-① とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

大宮 5 15 0 0 1 3.3
川越 2 7 0 0 0 3.3
獨協 0 15 2 0 0 2.9
国際 2 15 0 0 0 3.1
栗橋 1 6 0 0 0 3.1
合計 10 58 2 0 1 3.1

1-② とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

大宮 10 11 0 0 1 3.3
川越 3 6 0 0 0 3.3
獨協 4 12 0 0 1 3.3
国際 4 12 1 0 0 3.2
栗橋 3 3 0 0 1 3.5
合計 24 44 1 0 2 3.3

第271回病院薬学研修会参加者アンケート集計結果

24

帝人ファーマ（株）製薬技術研究所　製剤研究グループ

アンケート回収率

2015年5月14日(木）　19：00～20：30

アンケート提出数

21
100%9 9

グループリーダー　中村　一裕　先生

横浜市立大学医学部呼吸器病学教室　主任教授　金子　猛　先生

100%

88%

研修者数

17
100%

17
100%17

17

96%
7 7

71

1. 講演テーマについて

74

14%

82%

3% 0% 1%

とても適切

適切

やや不適切

全く不適切

無回答



2-① よく理解できた 理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

大宮 6 14 0 0 1 3.1
川越 2 7 0 0 0 3.2
獨協 0 16 1 0 0 2.9
国際 4 12 1 0 0 3.2
栗橋 2 5 0 0 0 3.3
合計 14 54 2 0 1 3.1

2-② よく理解できた 理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

大宮 10 11 0 0 0 3.5
川越 3 6 0 0 0 3.3
獨協 1 16 0 0 0 3.1
国際 5 11 0 1 0 3.2
栗橋 4 3 0 0 0 3.6
合計 23 47 0 1 0 3.3

3 とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答 平均

大宮 10 11 0 0 0 3.5
川越 3 6 0 0 0 3.3

3.本研修会の印象について

20%

76%

3% 0% 1%

よく理解できた

理解できた

やや理解できなかった

全く理解できなかった

無回答

34%

62%

1%
0% 3%

とても適切

適切

やや不適切

全く不適切

無回答

32%

66%

0% 2% 0%

よく理解できた

理解できた

やや理解できなかった

全く理解できなかった

無回答



獨協 1 16 0 0 0 3.1
国際 2 13 1 1 0 2.9
栗橋 2 5 0 0 0 3.3
合計 18 51 1 1 0 3.2

4 大いに役立つ 役立つ
やや役立た

ない
全く役立た

ない
無回答 平均

大宮 8 13 0 0 0 3.4
川越 3 6 0 0 0 3.3
獨協 3 14 0 0 0 3.2
国際 2 14 1 0 0 3.1
栗橋 3 3 1 0 0 3.3
合計 19 50 2 0 0 3.3

3.本研修会の印象について
<国際＞ 1

4.本研修会で学んだことは今後の業務に役立つか
<栗橋＞ 1

5.今後取り上げてほしいテーマ
脳腫瘍 1
特発性血小板減少性紫斑病 1
CKD 1
レビー小体型認知症 1
がんの病態生理 1
シダトレン 2
糖尿病治療薬 1
新薬 1
抗がん剤の適正使用について 1
麻薬 1
抗菌薬の使用 1
抗生物質の使い方 1
抗炎症剤 1
抗痙攣薬 1

業務に役立つという内容ではなかったが知識として勉強になった

4.本研修会で学び今後の業務に役立つか

意見の記載(27枚)

途中で映像、音などが止まってしまい残念だった

27%

70%

3% 0% 0%

大いに役立つ

役立つ

やや役立たない

全く役立たない

無回答

25%

72%

2% 1% 0%

とても満足

満足

やや不満足

全く不満足

無回答



透析患者の薬物治療 1
漢方 1
高齢者の多剤併用における問題点と改善など 1
法規 1

6.本研修会で気づいたこと、感想、質問
＜大宮＞ 1

1
＜獨協＞ 後半は自分の知識不足で先生の話についていくのが精一杯だった 1

印刷をカラーにしてほしい 1
＜川越＞ 1

1

1

1

1

1

1

＜栗橋＞

病院薬学研修会なのでもう少し薬について聞けるとありがたい

後半の薬についてのスライドがほとんどとばされてしまった気が
した
COPDの主な気道の炎症がみられるのは奥の末梢気道であるという
ことを初めて知った。また、COPDの早期発見に何かできることは
ないか改めて考えてみたいと思った

憎悪を起こすと寿命が縮まることを知った

日病薬のシールも配布して欲しい

とても有意義な講義だった

分かりやすく勉強になった

＜国際＞

服薬アドヒアランス向上の必要性とそのための製剤工夫について
よく分かった。COPDへの治療のアプローチが多岐にわたることを
知ることができ勉強になった

咳や痰症状とCOPDの憎悪頻度に相関があることを初めて知った。
この知識を現場で活かしたいと思う


